
会 議 録 

平成26年６月25日定例教育委員会を北島町総合庁舎６階視聴覚室において開催

した。 

 

１ 会議に出席した委員 

  １番 久湊   薫 委 員 

  ２番 板東  久男 委 員 

  ３番 巻島  恵子 委 員 

  ４番 三好 久美子 委 員 

  ５番 辻村  邦雄 委員長 

  ６番 北島  孝昭 教育長 

 

２ 会議に欠席した委員 

  な し 

 

３ 本会の書記 

   事務局局長 小西 昌幸 

 

４ 議題 

  （１）先進地視察研修について 

 

 

５ その他 

 

委員長 午後６時00分開会し、あいさつの後、議事録署名者を会議に諮り、次 

    のとおり選任する。 

    １番 久湊委員 

    ６番 北島委員 

 

委員長 それでは、議事に入りたいと思います。議事(１)の先進地視察研修に 

ついて、事務局からご説明ください。 

局 長 議事（１）先進地視察研修についての協議をさせていただきます。昨

年は東みよし町のＩＣＴ教育の取り組みに関する発表会を聴講しまし

た。今年は、阿南市の分散型小中一般教育を視察研修したいと考えて

います。今、候補の日を設定して阿南市教育委員会事務局さんに連絡

を取って、訪問日時をすり合わせています。阿南市の取り組みをご紹

介します。お手元の資料の「小中一貫教育『徳島モデル』調査研究事

業について」という文章をご覧ください。この文章が分かりやすい解

説になっているので朗読してみます。《徳島県の人口は、平成22年（2010

年）に約78万８千人でしたが、平成47年(2035年)には約62万２千人に

なる見込みです。これは全国平均の２倍以上の速度で人口減少が進む

ことを意味しています。また14歳以下の年少人口は、平成22年(2010年)

に約９万６千人でしたが、平成47年(2035年)には約５万７千人になる

見込みです。これは25年間で約４割減少することになります。こうし

た少子高齢化社会・人口減少社会においては、現行の学校教育のシス

テムのままでは、かなりの数の学校統廃合が避けられない状況となり

ます。しかしながら、地域における学校の存在意義は、地域における

義務教育対象年齢の子どもの教育の機会均等の問題であるだけでなく、

地域コミュニティの維持の問題としても、極めて大きいものがありま



す。そこで徳島県教育委員会では、「子どもの数が減少し小規模化する

学校を、コストをかけずに存続させ、かつ教育の質を保証する」とい

う課題の解決に向けて、鳴門教育大学との共同研究を行い、「チェーン

スクール」と「パッケージスクール」という二つの新しい学校教育の

かたちを「徳島モデル」として提案し、平成25年３月に報告書「徳島

県における今後の人口減少社会に対応した教育の在り方研究」をとり

まとめました。この小中一貫教育『徳島モデル』調査研究事業は、文

部科学省「小中一貫教育による多様な教育システムの調査研究授業」

の委託を受けて、平成25年度から平成27年度までの３年間、阿南市椿

町中学校区と牟岐町牟岐中学校区を調査研究区域として、調査研究を

行います。》北島町では幼小中連携学びのかけ橋事業に取り組んでいま

すが、ここで言われている小中一貫教育は、生徒の数が減少している

学校区の連携のあり方を模索するものです。この下段の図をご覧くだ

さい。阿南市椿地区では「分散型小中一貫教育(チェーンスクール)」

として小規模校を維持しながら各学校の人的物的資源を活用するとい

う方法、牟岐町では「一体型小中一貫教育(パッケージスクール)」と

して学校と保育園との一体化などの方法で、それぞれ取り組むという

ことが図で示されています。日程的には７月下旬から８月上旬で候補

の日をお送りしておりまして、やがてご返答いただくことになってい

ます。決まりましたら、ご案内差し上げますので、ご都合がつく委員

さんはご参加ください。 

委員長 事務局から説明がありましたが、スケジュールが確定したら、お知ら

せください。 

教育長 少子高齢化社会ということで、日本全体・徳島県全体で人口が減りま

す。北島町でも考えておく必要があります。その意味でも阿南市のパ

ッケージスクールは参考になると思います。 

局 長 阿南市の教育委員会では、小学校と中学校の先生を呼んで下さるとの

ことでした。恐縮しています。暑い時期ですが、視察に行きましょう。 

委員長 それでは、７月末か８月初旬に先進地視察として阿南市訪問を行なう

ということで、皆さんよろしくお願いいたします。ほかにご意見あり

ますか。 

委 員 特にありません。 

委員長 では、会議を終了します。 

    全協議終了、午後７時40分閉会を宣する。 

 

以上会議の顛末を記載し、その相違がないことをここに署名します。 

 

平成26年６月25日 

                 書   記 小西 昌幸 

                 議事録記名 久湊  薫 

議事録記名 北島 孝昭 


